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はじめに

最近われわれは,良 性胃十二指腸疾患に対する胃切除

術後20年以上経過した患者の残胃に発生した
“いわゆる

残胃癌
''の
3症例を経験した。それらのうち 1例は早期

癌であった。残胃癌の定義,分 類,初 回手術から癌発生

までの期間等の Criteriaはぃまだ明確でない.残 胃早期

癌の報告は少なく,約 20例にすぎないので,わ れわれの

症例を報告し,そ の本邦報告例
1)…7)について検討した.

症  例

症例 I.70歳 男,1954年に胃潰場の診断で胃切除術を

受けた。1970年に肺結核に罹息.家 族歴に特記すべきこ

とはない。現病歴は,1977年 3月 ,す なわち胃切除より

23年後に,排 便が 1日数回となり,便 がやや黒色となっ

た。食欲は普通であったが, 約3kgの 体童減少を認め

,〔二.

入院時所見 :貧血, 黄疸を認めず, 腹部は平坦で,

肝,牌 ,腎 を触れず,腫 瘤も触れない。

検査成績 :赤 血球数431X104,Hb 13.2g/di,HCt・

33.1%, 白血球数4,900,総賓白量6.5g/dl,A,Gl.14,

SCOT 69単位,SCPT 21単位,アルカリフォスファター

ゼ10,7KAU,LDH 1581U/L,電 解質は正常,尿 ,糞 便

検査正常.

胃X線 検査 では, Billroth I法が行われた像がみら

れ,吻 合部の通過は速やかで,明 らかな病変の像は認め

がたかった。

内視鏡検査では胃空腸吻合部の目前壁にICの 病変部

を認めた。生検診断は adenoCarcimmaであった (図

1 ) .

図 l  C T Fに て吻合部胃側前壁 に I Cの びらんを

認める。

手術所見 :残胃の全摘と空腸30cmの 切除を行ない,

Roux‐en Y吻合で再建を行なった。術中所見はPOHoSoN。

であった。切除胃の吻合部より0,7cm田 側の前壁に1・5

×1.5cmの ICの 病変があり, その病変は組織学的に

は adenOCarcimma tubulareで粘膜内にとどまっていた

(図2 ,  3 ,  4 ) ,

症例工.60歳 男.既 往歴として36歳の時に十二指腸潰

場の診断で胃切除術をうけた。その後イレウス症状にて

2回開腹術をうけたがその詳細は不明である。1975年1

月より,F区気,腹 満感,食 欲不振があり,同 年 6月 ,心

衛部痛,嘔 吐が増強し,胃 癌としてわれわれに紹介され

,(二.
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図 2  症 例 1の摘出標本.吻 合部より 0 . 7 C m日側

前壁に 1 . 5×1 . 5 C mの I Cの 病変を認める.

図 3 病 変部をシェーマで示す

ヤ

図 4  組 織像, a d e n o c a r c i n o m a  t u b u l a r eで粘膜内

にとゞまる.

入院時所見 :るいそうが目立ち,上 腹部はやや膨隆し

ているが,腫 瘤は触れなかった。臨床検査では血液,肝

機能,尿 に異常はない。

胃X線 検査では残胃より空陽への流れが悪く,輸 入脚

へはほとんど流れない。P//J合部に2 xlcmの陰影欠損を
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図5 症 例 2の レ線像.

欠損像を認める。パリ
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吻合部に2 X  l C mの 陰影

ウムの空腸への流れが悪い

図 6  症 例 2の摘出標本,吻 合日をとりまく様に4
×4 C mの B O r m a n n  Iの腫場があり,輸 入脚口

は錨子の先端が通過する程度.

認めた (図5)。その部の生検で腺痛と判明した。

手術所見 :横行結腸および膵尾部への癌潤があり,残

胃全体, 空腸約30cm,吻合部に接する横行結腸,陣 体

尾部,牌 の切除を行ない,Roux‐en‐Y吻 合で再建した。

術中所見は PoHoS3Nlでぁった。

摘出標本 :吻合部 の目に輸入脚口をとりまくごとく

4x4cmの BOrmann皿 の腫瘍があり,輸 入脚日は鉗子

の先端がかろうじて通る程の狭窄を示した (図6).病

理組織学的には adenOCarcinoma mucocellulare(CAT

l,STA 3)で , 癌は空腸粘膜, 膵組織へ浸潤してい
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術後経過 :術後しばらくは経過はよかったが, 1年後

次第に衰弱し死亡した。

症例皿.65歳 男.主 訴は心鴛部痛.37歳 の時に十二指

腸潰瘍の診断で胃切除術を受けた。手術から28年後の19

78年5月 より食事と無関係の心筒部痛を認め,体 重は約

10kg減少した。

胃X線 検査では 胃空腸吻合部の胃後壁に3.0×2.5cm

の Craterを有する BOrrmann皿の像がみ られ, 空腸

粘膜像も不整であ った。生検診断は adenOCarcinoma

tubulareでぁった。肝シンチグラムで肝転移が疑われ

,(二.

手術所見 :残胃小弯側の吻合部から小網内まで腫瘍が

拡がり,肝 両実に多数の転移があり,大 動脈周囲リンパ

節の腫大も認められた.術 中所見は PlH2S2N3で,切 除

不能であり,残 胃と空腸を吻合してパイパスを造った。

術後,化 学療法を行ったが,無 効で, 3カ 月後に死亡

した。

考  案

近年,良 性疾患で胃切除をうけ,10年 ,20年後に残胃

に痛が発生した症例の報告が増えて来た
。)‐151 ゎれわ

れも,胃 ・十二指腸潰場で胃切除をうけ,20年以上後に

残胃に癌が発見された3例を経験した。いずれも初回手

術時の病理診断は不明であるが,20年 以上も経過してい

ることから初回手術時に悪性腫瘍があった可能性は少な

いと考えられる。

良性疾患に対する胃切除術または胃空腸吻合後に発生

するいわゆる残胃癌または吻合後癌の名称,定 義等の明

確な基準はない.す なわち,吻 合部癌,断 端癌,残 胃癌

等の名称があるが,本 文では残胃癌と記しておく
夕1

本邦においては山形ら
14)(1964年

),出 下ら
15)(1972

年),嶋 田ら
14)(1975年

)の 集計報告があり, 更に1977

年松沢らは目切除後10年以上経過した胃にみられた癌息

者は彼等の 自験例 5例を合めて120例であったと報告し

た。残目の早期癌例については,1963年伊藤ら
1)がその

第 1例を報告し, 1976年河野ら
2)は11例を集めた。今回

著者が文献上集め得た残目早期癌例はわれわれの 1例を

含めて20例である (表 1).

初回手術から何年経過しているものを残胃痛と称し得

るかが問題である.無 症状期間が5年以上あればよいと

いう意見もあるが,初 回手術時に早期癌が潜在していた

可能性を除外する意味で少なくとも10年以上必要である

との主張が多い
8)'13)19).MOrgenstern16)は20年を必要と
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残胃早期目癌の本邦報告例

1 9 7 8  7

報告者 (年度) 年 令 性
 皐  密

峰騒  病
型  深 達度

1  伊 藤 ら 中9 6 3 ) 7 3 男

表 1

2 月R部 ら0969)46 男   目済わ B  l 1    2 2  1 1● 十工a  m

3 班 島ら0969)42 女   目 浸務

4 季   ら 0969) 胃済務   噴 切+幽 成  10

5 フ1 題` ら 付970)43 女  十 二指腸渡蕩

6 赤 井 ら ( 1 9 7 0 )

ア 佐 藤 ら (〕972)56 男   胃 済競

8 中 村ら0972)68 男  胃演務芽子L   BI 18  11C■ 回  Sm

9 河 野 ら (1972)54 女   胃 潰務

lo 竹内ら0973)42 男  目炎・胃下垂  BI

1, 小 日原ら 1974)48 男   目 潰務

12 山 岸 ら 1974)54 男   目 済嘉

13 渡 辺 ら (1974)46 女  十 二指協演廟   81

14 重 な ら 1974)44 男   目 源序

1 5 . & 8 5 ( r e 7 5 )  s o E  E t t f i 1  4  I I a  + l l c  s m

16 河 野 ら (1976)57 女  胃 十二指臨渡蕩  BI

17 山岸ら0977)29 男   寓 潰病

18  ″   (ク )52 女   胃 済嘉

19 林 口 ら (19″)60女  十 二指臓漬卓   BI

20 '卜間うm978)70 男  十二指腸濃癌  B■    23 EC

すると述べている。

残胃癌の発生頻度は0.5～10.6%17)で, 胃潰瘍で手術

をうけ20年以上経過した群では胃癌発生頻度は期待値の

3倍 といわれている。

Eberlein18)によると米国における自然発生胃癌の危

険度は1.7%であるが, 消化性潰瘍の手術をうけたこと

のある人の3.6%に 胃癌の発生がみられた。

われわれの施設において1972年7月から1978年12月ま

でに272例の目癌症例があり, そのうち残胃癌は3例で

1.1%である.

今回われわれが集めた残胃早期癌の報告例 では,男

11,女 7, 不 明2, 年齢は29歳より72歳までで, 平均

51.9歳であった.初 回手術時の診断は,胃 潰瘍12,十二

指腸潰瘍 4,胃 十二指腸潰瘍 1,ポ リポ
ーシス 1,胃 炎

・胃下垂 1,不 明 1で,胃 潰瘍患者のほうが多い。

また初回手術から癌発生までの期間は10年から39年ま

でで,平 均17年である。

術式では B‐I手術11例, B‐1手術 7例, 噴門切除 1

例,不 明 1例で B‐I再建が多い。
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また残胃早期癌の病型 は, 19例 , IC 4例 , IC十

1a2例 ,ICキ ■1例, Ia l例 ,不 明2例 で Iが多

ヽヽ.

残胃の進行癌の場合,B‐I手術が行なわれていた例が

多いようであるが
13ち
 これは潰瘍に対する術式の選択が

術者,時 代によって変遷したためであろう.

Domel16fら19)のB‐I手術後の74例の検索で, 4例 の

癌の他に,8例 に regenerative PolyPs,1例に true ade‐

・Omaが 見られ, 残胃の粘膜生検で,mucOSal atrophy,

intestinalization  of gastric mucosa,  intestinal meta_

Plasia,cystic dilatation Of the gastric gland等が見られ

た。癌 4例のうち 1例は粘膜癌で,こ れは恐らく,著 し

い胆汁の逆流と重症の慢性胃炎の組合わせのもとで,発

癌物質が粘膜表面に作用していることを示すものであろ

うと彼等は述べている。

発癌物質として N‐ニトロソ化合物 とが上げられてい

る2°).Rudde121)らはその前駆物質の亜硝酸塩の濃度と

目液中の水素イオン濃度が逆比例し,低 酸症では亜硝酸

塩が著しく増していることを示した。また彼等は中性の

胃液中には硝酸塩から亜硝酸塩を引き出し, またニトロ

サミンの触媒作用を持つ active bacteriaが存在すると

いっている。胆汁と膵液の逆流による低酸または無酸に

よっておこる環境と摂取された高い亜硝酸塩の濃度が発

癌性のニト'サ ミンを作ることになる.こ のことが良性

潰瘍の術後に胃癌発生頻度の高いことの説明となると

Ruddelらは述べている。

残目の病変を発見することは困難な場合が多い。何ら

かの症状があっても,息 者も医師もそれらを前回の手術

のせいにしたがる傾向がある。前回手術から10年,20年

後に発見される残胃癌には進行癌が多く, 切除率も低

ヽヽ.

多くの報告も述べるごとく,胃 ・十二指腸の良性疾患

に対する術後, 特 に10年以後は定期的な f。11。w uPと

積極的な内視鏡模査の必要性のあることをわれわれは痛

感した。

おわりに

残胃癌の3例を報告した。そのうち 1例は早期癌であ

り,本 邦の残胃早期癌の報告20例について検討を加え

た。 これらの病型は, 19例 , IC 4例 ,ICttla 2

例, ICtt 1 1例 , 不明2例 で, 術後10年より39年,平

均17年後に生じたものであった。

(本論文の要旨は第12回日本消化器外科学会総会一弘

前 。1978年7月一において発表した)。
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